
JP 2010-20074 A 2010.1.28

10

(57)【要約】
【課題】液晶への電圧書き込み時間を十分に得ることを
可能にしながらも、ノイズ音の発生を低減することが可
能な液晶表示装置及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】複数の走査信号線と複数のデータ信号線と
の交点に対応するように設けられた画素電極と、前記画
素電極と対向するように配置された共通電極と、第一共
通電圧Ｖｃｌと第二共通電圧Ｖｃｈとが交互に出力され
るコモン信号Ｖｃｏｍを前記共通電極に所定の周波数で
出力する共通電極駆動手段と、前記各走査信号線の配列
順序に対応するように前記走査信号線を選択的に駆動す
る走査信号線駆動手段とを備え、前記共通電極駆動手段
は、隣接する走査信号線間で当該走査信号線が選択され
ているときに前記共通電極に印加される電圧が異なるよ
うに且つ前記第一共通電圧Ｖｃｌのデューティ長Ｄ１と
前記第二共通電圧Ｖｃｈのデューティ長Ｄ２とが異なる
ようにコモン信号Ｖｃｏｍを出力する。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査信号線と複数のデータ信号線との交点に対応するように設けられた画素電極
と、
　液晶を介して前記画素電極と対向するように配置された共通電極と、
　第一電圧と第二電圧とが交互に出力されるコモン信号を前記共通電極に所定の周波数で
出力する共通電極駆動手段と、
　前記各走査信号線の配列順序に対応するように前記走査信号線を選択的に駆動する走査
信号線駆動手段と、を備え、
　前記共通電極駆動手段は、隣接する走査信号線間で当該走査信号線が選択されていると
きに前記共通電極に印加される電圧が異なるように、且つ、前記第一電圧のデューティ長
と前記第二電圧のデューティ長とが異なるように、前記コモン信号を前記共通電極に出力
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記共通電極駆動手段は、前記第一電圧のデューティ長と前記第二電圧のデューティ長
とが所定数のフレーム毎に反転するように前記コモン信号を前記共通電極に出力すること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記共通電極駆動手段は、前記第一電圧のデューティ長と前記第二電圧のデューティ長
とが２フレーム毎に反転するように前記コモン信号を前記共通電極に出力することを特徴
とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記共通電極駆動手段は、当該走査信号線が選択されているときに前記共通電極に印加
される電圧がフレーム毎に異なるように前記コモン信号を前記共通電極に出力することを
特徴とする請求項１から３の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記コモン信号のデューティ比を可変調整する調整手段を備えたことを特徴とする請求
項１から４の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　複数の走査信号線と複数のデータ信号線との交点に対応するように設けられた画素電極
と、液晶を介して前記画素電極と対向するように配置された共通電極と、を備えた液晶表
示装置の駆動方法であって、
　第一電圧と第二電圧とが交互に出力されるコモン信号を前記共通電極に所定の周波数で
出力する際に、
　隣接する走査信号線間で当該走査信号線が選択されているときに前記共通電極に印加さ
れる電圧が異なるように、且つ、前記第一電圧のデューティ長と前記第二電圧のデューテ
ィ長とが異なるように、前記コモン信号を前記共通電極に出力することを特徴とする駆動
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第一電圧と第二電圧とが交互に出力されるコモン信号を共通電極に所定の周
波数で出力する液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スイッチング素子として薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を用いた液晶表示装置が開
発されている。アクティブマトリクス型の液晶表示装置は、その表示領域に、マトリクス
状に配置された複数の画素と、各画素を行毎に順次走査するための複数の走査信号線、各
画素に書込むデータを供給するための複数のデータ信号線とが形成されている。各画素は
、ゲート電極が走査信号線に接続されドレイン電極がデータ信号線に接続されたスイッチ
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ング素子としてのＴＦＴと、ＴＦＴのソース電極に接続された画素電極と、各画素で共通
の電位に設定される共通電極と、画素電極と共通電極との電位差を所定の電位差に保つた
めの電荷を蓄積する補助容量と、を備えている。ここで、画素電極と共通電極との間には
、例えば、画素電極と共通電極との間の電位差に応じてその配向状態が変化する液晶が配
されている。また、表示領域の周囲には、各走査信号線に接続され、この各走査信号線を
介して各ＴＦＴを走査するための（オン・オフ制御するための）走査ドライバや、各デー
タ信号線に接続され、この各データ信号線を介して各画素（各補助容量や液晶）に所定の
データ電圧を出力する信号ドライバが形成されている。
【０００３】
　ところで、液晶表示装置は、液晶材料の信頼性を確保するために、所定期間ごとに、各
画素の液晶に印加される電圧の極性を反転させる交流駆動によって駆動される。このよう
な交流駆動による液晶表示装置の駆動方式には、ライン反転方式や、ソース反転方式、ド
ット反転方式等がある。このうち、ライン反転方式では、走査信号線ごとに、対応する画
素の液晶に印加される電圧の極性を反転させて画像を表示している。例えば、１水平（１
Ｈ）期間ごとに、共通電極に印加されるコモン信号の電圧と画素電極に印加される表示信
号電圧とを液晶に印加される電圧の極性に対応するように切り換えることにより、液晶に
印加される電圧の極性を反転させている。
【０００４】
　このように、液晶表示装置がライン反転方式によって駆動されると、コモン信号の周波
数に合わせて、例えばコモン信号の出力電圧を安定させるためのセラミックコンデンサが
伸縮するとともに、この伸縮に伴って当該セラミックコンデンサを搭載しているベース基
板が振動する。ベース基板の振動に起因するコモン信号の周波数は、例えば３２０×２４
０の解像度を持つＱＶＧＡでは、大凡１０ｋＨｚとなるが、これは可聴帯域の周波数と一
致し、ノイズ音としてユーザに知覚されてしまう。
【０００５】
　このような液晶表示装置で発生するノイズ音を低減させるために、例えば、特許文献１
では、コモン信号の周波数が可聴帯域外となるように、コモン信号の周波数がより高い周
波数となるように制御している。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２３４１３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、コモン信号の周波数をより高くした場合には、これに同期させて画素ト
ランジスタのオン期間も短くする必要が生じ、液晶への電圧書き込み時間を十分に得るこ
とが難しくなるという問題が生じていた。
【０００８】
　本発明は、かかる従来の課題に鑑みてなされたものであり、液晶への電圧書き込み時間
を十分に得ることを可能にしながらも、ノイズ音の発生を低減することが可能な液晶表示
装置及びその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、複数の走査信号線と複数のデー
タ信号線との交点に対応するように設けられた画素電極と、液晶を介して前記画素電極と
対向するように配置された共通電極と、第一電圧と第二電圧とが交互に出力されるコモン
信号を前記共通電極に所定の周波数で出力する共通電極駆動手段と、前記各走査信号線の
配列順序に対応するように前記走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動手段と、を
備え、前記共通電極駆動手段は、隣接する走査信号線間で当該走査信号線が選択されてい
るときに前記共通電極に印加される電圧が異なるように、且つ、前記第一電圧のデューテ
ィ長と前記第二電圧のデューティ長とが異なるように、前記コモン信号を前記共通電極に
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出力することを特徴とする。
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の液晶表示装置において、前記共通電
極駆動手段は、前記第一電圧のデューティ長と前記第二電圧のデューティ長とが所定数の
フレーム毎に反転するように前記コモン信号を前記共通電極に出力することを特徴とする
。
　また、請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の液晶表示装置において、前記共通電
極駆動手段は、前記第一電圧のデューティ長と前記第二電圧のデューティ長とが２フレー
ム毎に反転するように前記コモン信号を前記共通電極に出力することを特徴とする。
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１から３の何れかに記載の液晶表示装置におい
て、前記共通電極駆動手段は、当該走査信号線が選択されているときに前記共通電極に印
加される電圧がフレーム毎に異なるように前記コモン信号を前記共通電極に出力すること
を特徴とする。
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１から４の何れかに記載の液晶表示装置におい
て、前記コモン信号のデューティ比を可変調整する調整手段を備えたことを特徴とする。
　また、請求項６に記載の発明は、複数の走査信号線と複数のデータ信号線との交点に対
応するように設けられた画素電極と、液晶を介して前記画素電極と対向するように配置さ
れた共通電極と、を備えた液晶表示装置の駆動方法であって、第一電圧と第二電圧とが交
互に出力されるコモン信号を前記共通電極に所定の周波数で出力する際に、隣接する走査
信号線間で当該走査信号線が選択されているときに前記共通電極に印加される電圧が異な
るように、且つ、前記第一電圧のデューティ長と前記第二電圧のデューティ長とが異なる
ように、前記コモン信号を前記共通電極に出力することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、液晶への電圧書き込み時間を十分に得ることを可能にしながらも、ノ
イズ音の発生を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面を参照して説明する。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置１の概略全体構成は図１に示すように、例えば映像メモリ２
０に記憶されている映像データに基づく映像が表示される表示パネル１０と、表示パネル
１０の走査信号線を選択的に駆動するための走査ドライバ１１と、表示パネル１０のデー
タ信号線に表示信号電圧を供給するための信号ドライバ１２と、表示パネル１０の共通電
極にコモン信号を出力する共通電極駆動回路１３と、表示パネル１０に所望の映像が表示
されるように走査ドライバ１１や信号ドライバ１２、共通電極駆動回路１３を制御する制
御部１４と、供給される電源Ｖｃｃを駆動に必要な電圧に調整して各部に供給する電源調
整回路１５等を有している。なお、映像メモリ２０には、例えば外部から外部信号として
入力されてくる映像データが記憶される。
【００１３】
　表示パネル１０は、対向配置され、シール材１５により接着された２枚の基板間１６、
１７に液晶が挟持された構成となっている。そして、一方の基板１６に、行方向に延伸配
設された複数の走査信号線（例えばｎ本の走査信号線）と、列方向に延伸配設された複数
のデータ信号線（例えばｍ本のデータ信号線）とを備え、走査信号線とデータ信号線との
各交点近傍に図２に示すような表示画素が設けられて構成されている。ここで図２は、表
示パネル１０に設けられる複数の表示画素の内の１つの表示画素に対応する等価回路を示
す図である。
【００１４】
　図２に示す走査信号線Ｇ（ｊ）には薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１１１のゲート電極が
接続され、データ信号線Ｓ（ｉ）にはＴＦＴ１１１のソース電極が接続されている。更に
、ＴＦＴ１１１のドレイン電極には画素電極が接続されている。そして、画素電極と対向
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するように、他方の基板１７に共通電極１８が配され、画素電極と共通電極１８との間に
液晶が充填されている。さらに、このようにして構成される液晶容量Ｃｌｃｄと並列にな
るように蓄積容量Ｃｃｓが接続されている。このような構成において、画素電極と共通電
極との間に電圧が印加されると、この電圧に応じて画素電極と共通電極との間に充填され
た液晶の配向状態が変化して液晶層中における光の透過率が変化する。これにより、表示
画素の背面に配置された図示しない光源（バックライト）からの光の透過状態が変化して
映像表示が行われる。ｉ＝１，２，３，・・・，ｍ。ｊ＝１，２，３，・・・，ｎ。
【００１５】
　走査ドライバ１１は、図２の走査信号線Ｇ（ｊ）が接続され、制御部１４から出力され
る垂直制御信号Ｖｓに基づいて各フレームにおける走査信号線Ｇ（ｊ）の走査を開始する
とともに、制御部１４から出力される水平制御信号Ｈｓに基づいて各走査信号線Ｇ（ｊ）
を個別に選択状態にする（選択的に駆動する）。
【００１６】
　以下、説明を簡略化するために走査信号線の本数ｎを６本として具体的に説明するが、
この本数に限定するものではない。走査ドライバ１１は、図３に示すように、制御部１４
から出力される垂直制御信号Ｖｓが入力されると、当該フレームにおける走査信号線Ｇ（
ｊ）の走査を開始する。そして、水平制御信号Ｈｓに基づいて前段側の走査信号線Ｇ（１
）から後段側の走査信号線Ｇ（６）に向かって順に走査信号線Ｇ（ｊ）を選択する。即ち
、走査ドライバ１１は、走査信号線毎に走査信号を、ＴＦＴをオフ状態にさせるゲートオ
フ電圧ＶｇｌからＴＦＴをオン状態にさせるゲートオン電圧Ｖｇｈへ所定の時間だけ切り
換える。
【００１７】
　信号ドライバ１２は、制御部１４から出力される垂直同期信号Ｖｓ、水平同期信号Ｈｓ
、映像データＤａｔａ、基準クロック信号ＣＬＫ、及び極性反転信号Ｐｏｌに基づいて、
表示パネル１０に設けられた各データ信号線Ｓ（ｉ）に対して、各データ信号線Ｓ（ｉ）
に対応する表示信号電圧を図３に示すように所定のタイミングで出力するもので、所謂走
査ライン反転駆動を行う。
【００１８】
　信号ドライバ１２の機能ブロック構成は、図４に示すように、サンプリングメモリ１２
１、データラッチ部１２２、Ｄ／Ａ変換回路（ＤＡＣ）１２３、及び表示信号電圧生成回
路１２４からなる。
【００１９】
　サンプリングメモリ１２１は、制御部１４から出力される水平同期信号Ｈｓ及び基準ク
ロック信号ＣＬＫに同期して、走査信号線一本分の表示画素に対応する画素データ（１水
平期間分の画素データ）単位で、各表示画素に対応する画素データを前段側の走査信号線
に対応するものから順に、画像メモリ２０に記憶された映像データから取り込むためのも
のであり、データ信号線Ｓ（ｉ）の数と同数のデータ格納領域を備えている。つまり、サ
ンプリングメモリ１２１は、走査信号線毎に当該走査信号線に対応した画素データを取り
込むとともに、当該取り込んだ画素データのそれぞれを、対応するデータ信号線Ｓ（ｉ）
のデータ格納領域に格納する。ここで、画素データには、各表示画素に表示すべき階調レ
ベル情報が含まれ、この階調レベル情報は、表示画素毎に例えば８ビットのデジタルデー
タとして表される。そして、各データ格納領域には、この８ビットのデジタルデータが格
納される。
【００２０】
　サンプリングメモリ１２１が取り込んだ１水平期間分の画素データは、後段のデータラ
ッチ部１２２からの要求にしたがって、サンプリングメモリ１２１からデータラッチ部１
２２に転送される。データラッチ部１２２に画素データが転送されると、サンプリングメ
モリ１２１は、次の１水平期間分の画素データとして次の行の走査信号線に対応した画素
データの取り込み状態に移る。これは、水平同期信号Ｈｓに同期して行われる。
【００２１】
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　データラッチ部１２２は、水平同期信号Ｈｓに基づいて、サンプリングメモリ１２１か
ら１水平期間分の画素データを一斉に取得するとともに、取得した画素データを後段のＤ
／Ａ変換回路１２３に出力する。
【００２２】
　Ｄ／Ａ変換回路１２３は、複数のＤＡＣ部１２５及び出力アンプ回路１２６で構成され
、ＤＡＣ部１２５により表示信号電圧生成回路１２４から供給される表示信号電圧が選択
されることで、データラッチ部１２２から出力されてくるそれぞれの画素データが、対応
するアナログ信号としての表示信号電圧に変換され、出力アンプ回路１２６によりデータ
信号線Ｓ（ｉ）へ出力される。
【００２３】
　また、Ｄ／Ａ変換回路１２３は、制御部１４から出力される極性反転信号Ｐｏｌに対応
するように、データラッチ部１２２から出力されたデジタル形式の画素データをアナログ
電圧としての表示信号電圧に変換する。具体的には、Ｄ／Ａ変換回路１２３は、極性反転
信号Ｐｏｌがハイレベルであれば、データラッチ部１２２から出力された画素データが正
極性の表示信号電圧になるようにＤ／Ａ変換し、極性反転信号Ｐｏｌがローレベルであれ
ば、データラッチ部１２２から出力された画素データが負極性の表示信号電圧になるよう
にＤ／Ａ変換する。換言すると、Ｄ／Ａ変換回路１２３は、極性反転信号Ｐｏｌがハイレ
ベルであるときは、液晶に印加される電圧が正極性となるようにＤ／Ａ変換し、極性反転
信号Ｐｏｌがローレベルであるときは、液晶に印加される電圧が負極性となるようにＤ／
Ａ変換する。
【００２４】
　表示信号電圧生成回路１２４は、図５に示すように、それぞれが、端子２５５（電圧Ｖ
γ）と端子２５６（接地電圧ＧＮＤ）との間の電圧を画素データのビット数ｐ（本実施の
形態では８ビット）に応じた複数の抵抗で分圧する２組のラダー抵抗器３１，３２と、何
れか一方のラダー抵抗器に切り換えるための複数のスイッチＳＹ０，ＳＹ１，・・・，Ｓ
Ｙ２５５と、切り換えられたラダー抵抗器に対応するように、ラダー抵抗器へ印加する電
圧の極性を切り換えるためのスイッチＳＹａ，ＳＹｂなどから構成される。そして、表示
信号電圧生成回路１２４は、制御部１４から出力される極性反転信号Ｐｏｌに基づいて各
スイッチＳＹ０，ＳＹ１，・・・，ＳＹ２５５によりラダー抵抗器を選択するとともに、
ラダー抵抗器に印加する電圧の極性をスイッチＳＹａ，ＳＹｂにより切り換え、ラダー抵
抗器によって分圧されたそれぞれの電圧をこれに対応する階調レベルの表示信号電圧とし
て電圧印加ラインＶ０，Ｖ１，・・・，Ｖ２５５に印加する。つまり、表示信号電圧生成
回路１２４は、電源回路２４により出力されるガンマ基準電圧Ｖγを複数に分圧して各階
調レベルに対応した表示信号電圧を生成する。
【００２５】
　具体的には、ラダー抵抗器３１は、制御部１４からの極性反転信号Ｐｏｌがハイレベル
のときに各スイッチＳＹ０，ＳＹ１，・・・，ＳＹ２５５により当該ラダー抵抗器３１が
選択されるとともに、スイッチＳＹａ，ＳＹｂにより端子２５５ａ（電圧Ｖγ）と端子２
５６ｂ（接地電圧ＧＮＤ）が選択されることで、端子２５５ａ（電圧Ｖγ）と端子２５６
ｂ（接地電圧ＧＮＤ）の間の電圧を画素データのビット数（本実施の形態では８ビット）
に応じた複数の抵抗ＲＡ１，ＲＡ２，・・・，ＲＡ２５５で分圧し、それぞれの電圧を、
例えば液晶に印加される電圧が正極性になる表示信号電圧として電圧印加ラインＶ０，Ｖ
１，・・・，Ｖ２５５に印加する。
【００２６】
　また、ラダー抵抗器３２は、制御部１４からの極性反転信号Ｐｏｌがローレベルのとき
に各スイッチＳＹ０，ＳＹ１，・・・，ＳＹ２５５により当該ラダー抵抗器３２が選択さ
れるとともに、スイッチＳＹａ，ＳＹｂにより端子２５６ａ（接地電圧ＧＮＤ）と端子２
５５ｂ（電圧Ｖγ）が選択されることで、端子２５６ａ（接地電圧ＧＮＤ）と端子２５５
ｂ（電圧Ｖγ）の間の電圧を画素データのビット数（本実施の形態では８ビット）に応じ
た複数の抵抗ＲＢ１，ＲＢ２，・・・，ＲＢ２５５で分圧し、それぞれの電圧を、例えば



(7) JP 2010-20074 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

液晶に印加される電圧が負極性になる表示信号電圧として電圧印加ラインＶ０，Ｖ１，・
・・，Ｖ２５５に印加する。
【００２７】
　各ＤＡＣ部１２５は、デコーダ部１２７と、各電圧印加ラインＶ０，Ｖ１，・・・，Ｖ
２５５に接続される選択スイッチＳＷ０，ＳＷ１，・・・，ＳＷ２５５とを備えて構成さ
れている。
【００２８】
　そして、各選択スイッチＳＷ０、ＳＷ１、・・・、ＳＷ２５５は、第二保持部１３０に
保持された最新のデータに基づいてデコーダ部１２７によりオン／オフ制御され、電圧印
加ラインＶ０、Ｖ１、・・・、Ｖ２５５の何れか１本が選択される。このとき、選択され
た電圧印加ラインＶ０、Ｖ１、・・・、Ｖ２５５と電圧出力ラインＳＬとが導通されて、
選択された電圧印加ラインＶ０、Ｖ１、・・・、Ｖ２５５に印加されている表示信号電圧
が電圧出力ラインＳＬに印加される。そして、電圧出力ラインＳＬに印加された表示信号
電圧は、出力アンプ回路１２６を介してデータ信号線Ｓ（ｉ）に供給される。つまり、デ
ジタルのデータがアナログのデータに変換されてデータ信号線Ｓ（ｉ）に供給される。
【００２９】
　共通電極駆動回路１３は、制御部１４から出力される極性反転信号Ｐｏｌに基づいて共
通電極１８にコモン信号Ｖｃｏｍを出力するもので、図３に示すように、極性反転信号Ｐ
ｏｌがハイレベルのときに液晶に印加される電圧が正極性になるように第一の共通電圧Ｖ
ｃｌを印加し、極性反転信号ＰｏｌがローレベルＶｐｌのときに液晶に印加される電圧が
負極性になるように第二の共通電圧Ｖｃｈを印加する。
【００３０】
　このとき、制御部１４は、隣接する走査信号線に対応する表示画素毎に液晶に印加され
る電圧の極性が反転するように（ライン反転するように）、且つ、共通電極駆動回路１３
によるコモン信号Ｖｃｏｍのデューティ比Ｒｄが予め定められた値となるように、極性反
転信号Ｐｏｌを出力する。ここで、コモン信号Ｖｃｏｍのデューティ比Ｒｄは、例えば、
第一の共通電圧Ｖｃｌのデューティ長をＤ１、第２の共通電圧Ｖｃｈのデューティ長をＤ
２としたとき、Ｒｄ＝Ｄ１：Ｄ２のように定義できる。また、第一の共通電圧Ｖｃｌのデ
ューティＤu１は、Ｄ１／（Ｄ１＋Ｄ２）、第二の共通電圧ＶｃｈのデューティＤu２は、
Ｄ２／（Ｄ１＋Ｄ２）のようにそれぞれ定義でき、コモン信号Ｖｃｏｍのデューティ比Ｒ
ｄをＤu１：Ｄｕ２と定義してもよい。
【００３１】
　ここで、共通電極駆動回路１３には、コモン信号Ｖｃｏｍの出力電圧を安定させるため
のセラミックコンデンサＳｃと、このセラミックコンデンサＳｃを搭載するためのベース
基板Ｂｏが組み込まれている。そして、通常、ベース基板Ｂｏのような板状の基板は、当
該ベース基板Ｂｏの形状や材質、さらには、セラミックコンデンサＳｃの搭載位置に応じ
た固有振動特性を有している。即ち、ベース基板Ｂｏは、コモン信号Ｖｃｏｍの振幅に伴
って発生するセラミックコンデンサＳｃの伸縮周期の違いによって共振の度合いが異なる
とともに、そのデューティ比の違いによっても共振の度合いが異なっている。
【００３２】
　そこで、本実施の形態では、制御部１４に、予め、セラミックコンデンサＳｃの伸縮周
期に対するベース基板Ｂｏの共振度合いが比較的低くなるデューティ比を設定しておき、
コモン信号Ｖｃｏｍでのデューティ比Ｒｄが当該デューティ比となるように極性反転信号
Ｐｏｌを共通電極駆動回路１３に出力することで、コモン信号Ｖｃｏｍの周波数がたとえ
可聴帯域内にあったとしても、共振により発生するノイズ音が小さくなるように構成して
いる。つまり、液晶への電圧書き込み時間を十分に得ることを可能にしながらも、ノイズ
音の発生を低減させている。なお、制御部１４は、各表示画素の液晶に印加される電圧の
極性がフレーム毎に反転するように、上述したような各種制御信号を出力している。
【００３３】
　ところで、ベース基板Ｂｏの固有振動特性に基づいてコモン信号Ｖｃｏｍのデューティ
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比Ｒｄを設定することにより、図３に示すように、コモン信号Ｖｃｏｍのデューティ比Ｒ
ｄが１／２とは異なるとき、つまり、第一の共通電圧Ｖｃｌのデューティ長Ｄ１と第２の
共通電圧Ｖｃｈのデューティ長Ｄ２の長さが異なるときに、その関係が各フレーム間で等
しくなるような場合には、長時間にわたり各表示画素の液晶に直流電圧成分が印加される
こととなり、液晶の劣化を招く可能性がある。
【００３４】
　そこで、このような場合には、図６に示すように、偶数フレーム毎、例えば２フレーム
毎に、第一の共通電圧Ｖｃｌのデューティ長Ｄ１と第二の共通電圧Ｖｃｈのデューティ長
Ｄ２とがその時間長において反転するようにしたコモン信号Ｖｃｏｍを前記共通電極に出
力すれば、この反転周期に対応して液晶に印加される直流電圧成分を相殺することができ
好ましい。
【００３５】
　例えば、図７に示すように、制御部１４が共通電極駆動回路１３に極性反転信号Ｐｏｌ
とともに図６に示すようなデューティ反転信号Ｒｓを出力させる。そして、共通電極駆動
回路１３は、デューティ反転信号Ｒｓがハイレベルの場合に、上述したように極性反転信
号Ｐｏｌがハイレベルのときに液晶に印加される電圧が正極性になるように第一の共通電
圧Ｖｃｌを印加し、極性反転信号ＰｏｌがローレベルＶｐｌのときに液晶に印加される電
圧が負極性になるように第二の共通電圧Ｖｃｈを印加する。また、デューティ反転信号Ｒ
ｓがローレベルの場合には、極性反転信号Ｐｏｌがハイレベルのときに液晶に印加される
電圧が負極性になるように第二の共通電圧Ｖｃｈを印加し、極性反転信号Ｐｏｌがローレ
ベルＶｐｌのときに液晶に印加される電圧が正極性になるように第一の共通電圧Ｖｃｌを
印加する。
【００３６】
　なお、上述の実施形態では、制御部１４に、予め、セラミックコンデンサＳｃの伸縮周
期に対するベース基板Ｂｏの共振度合いが比較的低くなるデューティ比を設定しておき、
コモン信号Ｖｃｏｍでのデューティ比Ｒｄが当該デューティ比となるように極性反転信号
Ｐｏｌを共通電極駆動回路１３に出力する場合について説明したが、コモン信号Ｖｃｏｍ
の周波数は一定にしたままの状態でコモン信号Ｖｃｏｍのデューティ比Ｒｄを外部制御に
より可変調整可能な構成としてもよい。ノイズ音の発生度合いを確認しながらデューティ
比Ｒｄを調整することができ好ましい。例えば、極性反転制御信号Ｐｏｌのレベル反転タ
イミングと水平同期信号Ｈｓのレベル反転タイミングとが同期するように構成するととも
に、水平同期信号Ｈｓのレベル反転タイミングを基準とした極性反転制御信号Ｐｏｌのレ
ベル反転タイミングを外部制御手段によるユーザからの操作に基づいて可変調整する調整
手段を備える構成とすればよい。
【００３７】
　上述した実施形態は、本発明の一例に過ぎず、各機能ブロックの具体的な構成は本発明
の作用効果を奏する範囲において適宜変更設計できることはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】液晶表示装置の概略全体構成図
【図２】表示画素の等価回路の説明図
【図３】液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャート
【図４】信号ドライバの機能ブロック構成図
【図５】表示信号電圧生成回路の説明図
【図６】液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャート
【図７】液晶表示装置の概略全体構成図
【符号の説明】
【００３９】
１：液晶表示装置
１０：表示パネル
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１１：走査ドライバ
１２：信号ドライバ
１３：共通電極駆動回路
１４：制御部
１５：電源調整回路
２０：映像メモリ
Ｄ１：第一の共通電圧のデューティ長
Ｄ２：第二の共通電圧のデューティ長
Ｖｃｌ：第一の共通電圧
Ｖｃｈ：第二の共通電圧
Ｖｃｏｍ：コモン信号

【図１】 【図２】
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